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要 旨

T.S.エ リオ ッ トの子供 向けの詩集 「ポ ッサムお じさんの現実味のあ る猫の本』と、その中の 「謎の

猫マ カヴ ィティ」 をと りあげる。エ リオ ットはこの詩集で も、 「不思議 の国のア リス』や 『マザ ー ・グー

ス』か ら親 しみのあ る言葉や リズ ムを効果的 に利用 してい る。 ここに登場す る猫た ちは擬人化 されてい

るが、いか にもロン ドンの猫 らし く、泥棒猫、手品師猫、鉄道猫 など、その生態 もさまざまであ る。そ

の 中で、 「謎 の猫 マ カヴィティ」 には、 コナ ン ・ドイルの有名 な探偵小 説を下敷 きに し、猫 の正体 を問

う謎 々が仕掛 けられてい る。手がか りはこの猫が 「犯罪のナポ レオン」 と呼ばれてい ること。

本稿 は 「謎の猫マ カヴィテ ィ」 を読み、エ リオ ッ トらしい譜誰 に満 ちた ノンセ ンス詩 に仕掛け られた

謎 を解 く。 「ポ ッサムお じさん」の仮面 に隠された大詩人の知 られざる一面に近づ くための覚 え書 きで

あ る。

T.S.エ リオ ッ トの子 供 向 け の 詩 集OldPossum'sBookofPracticalCats(『 ポ ッサ ム お じさ ん

の現 実 味 の あ る猫 の 本 』)が ア ン ドルー ・ロ イ ドニ ウェバ ー の ミュー ジ カル 「キ ャ ッ ツ」(1981年

初 演)の 原 作 で あ る こ と は よ く知 ら れ て い る2)。 ま た 、OldPossum'sの 中 の"Macavity:The

MysteryCateと い う詩 の か な りの 部分 が 、 コナ ン ・ドイ ル の シ ャー ロ ック ・ホ ー ム ズ か らの借 用

で あ る こ と も、 シ ャー ロ ッキ ア ンの 問 で は 「公 然 の秘 密 」 で あ る 。MurderintheCathe(lralの 中

で 、 ドイ ル の 「マ ズ グ ロ ー ヴ 家 の儀 式 」 を 意 図 的 に使 っ た エ リオ ッ トで あ る。 ロ ン ドンの 下 町 の

猫 の生 態 を描 い た子 供 向 きの 詩 に 、 ホ ー ム ズ の宿 敵 の特 徴 を そ な え た猫 を紛 れ 込 ませ た の は、 い

か に もエ リオ ッ トら しい譜 誰 と言 え る だ ろ う。 こ の覚 え書 きは 「謎 の猫 マ カ ヴ ィテ ィ」 の正 体 に

焦 点 を あ て 、OldPossum'sBookofPracticalCatsを 読 ん だ も の で あ る。"MoreBritishthan

British"と 言 わ れ るT.S.エ リ オ ッ トだ が 、 このOldPossum'sに どん な ロ ン ドン情 景 を描 い て い る

の だ ろ うか 。 エ リオ ッ トの あ ま り知 られ て い な い 一面 に迫 る こ とを視 野 に入 れ つ つ 、 まず は思 い

つ くま ま に覚 え書 き と して ま とめ た もの で あ る 。

平成17年9月22日 受理*教 養部助教授
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[一]O/dPossum'sBookofPracticalCatsの 窟 た ち

エ リオ ッ トは1939年 にola -Possum's-Bookof-PracticalCats(『 ポ ッサ ムお じさ ん の現 実 味 の あ

る 猫 た ち の 本 』)と い う詩 を書 い た 。"OldPossum"3)と い うの はエ ズ ラ ・パ ウ ン ドが エ リ オ ッ ト

に つ け た ニ ック ネ ー ム で 、猫 好 きの彼 が さ まざ まな猫 の生 態 を 詩 の形 で描 い た ノ ンセ ンス 詩 で あ

る 。全 部 で15の 詩 か らな っ て お り、 どれ も題 名 の通 り、現 実 的 で実 際 に い そ うな猫 た ち の詩 で あ

る 。登 場 す る猫 は擬 人化 され て お り、 フ ァ ン タス テ ィ ック な名 前 を持 っ て い る。 ま た 、擬 人化 さ

れ た性 格 も、泥 棒 猫 、 こ そ泥 猫 、 手 品 師猫 、劇 場 猫 、鉄 道猫 、 ク ラ ブ に 出入 りす る粋 人 の猫 な ど

い か に もロ ン ドンっ子 ら しい顔 ぶ れ で あ る 。 以 下 に、 各 詩 の タイ トル とそ こ に登 場 す る猫 の特 徴

を あ げ て お く。

(1)「 猫 に 名 前 を つ け る こ と("TheNamingofCats")」 … 猫 に は 名 前 が3つ あ る 。 普 通 の

名 前 、 い か に も そ の 猫 ら し い 特 別 の 名 前 、 そ し て 誰 に も知 らせ な い 秘 密 の 名 前 。

(2)「 ガ ン ビ ー お ば さ ん 猫("TheOldGumbieCat")」 … ほ と ん ど 唯 一 の 雌 猫 、 お 節 介 な お

ば さ ん 猫 。

(3)「 吠 え る 虎 最 後 の 抵 抗("Growltiger'sLastStand")」 … 「テ ー ム ズ 川 の 恐 怖 」 の 異 名 を

持 つ 悪 党 猫 。

(4)「 ラ ム ・タ ム ・タ ガ ー("TheRumTumTugger")」 … あ ま の じ ゃ く な 飼 い 猫 。

(5)「 ジ ェ リ ク ル 猫 の 歌("TheSongoftheJellicles°)」 … 優 雅 で ダ ン ス 好 き な 猫 た ち 。

(6)「 マ ン ゴ ー ジ ェ リ ー と ラ ン プ ル テ ィ ー ザ ー("MungojerrieandRumpelteazer")」 … 公

園 を ね じ う に す る 二 匹 の こ そ 泥 猫 。

(7)「 申 命 記 じい さ ん("OldDeuteronomy")」 … 郊 外 の 村 の パ ブ に 暮 ら す 、 長 命 で9匹 も

妻 を 持 っ て い た 猫 。

(8)「 ペ キ ニ ー ズ 犬 と ヨ ー ク シ ャ ー ・テ リ ア 大 合 戦("OftheAwefullBattleofthePekesand

thePollicles")」 … 犬 た ち の 戦 い を 一 喝 す る 大 物 の 猫(theGreatRumpuscat)が 登 場 。

(9)「 ミス タ ー ・ ミス トフ ェ リ ー ズ("Mr.Mistoffelees")」 … 全 身 真 っ 黒 な 手 品 師 の 猫 。

(10)「 謎 の 猫 マ カ ヴ ィ テ ィ("Macavity:theMysteryCat")… 犯 罪 の ナ ポ レ オ ン。 後 述 。

(11)「 劇 場 猫 ガ ス("Gus:theTheatreCat")」 … 本 名 ア ス パ ラ ガ ス 、 か つ て の 性 格 俳 優 。

(12)「 粋 人 バ ス ト フ ァ ー ・ジ ョ ー ン ズ("BustopherJones:theCataboutTown")」 … セ ン

ト ・ジ ェ イ ム ズ 界 隈 の 伊 達 者 猫 。

(13)「 鉄 道 猫 ス キ ン ブ ル シ ャ ン ク ス("Skimbleshanks:theRailwayCat")」 … 夜 行 寝 台 特

急 に 乗 務 す る 猫 。

(14)「 猫 に 話 しか け る に は("TheAd-dressingofCats")」 … 単 純 な 犬 と は 違 い 、 猫 に は 敬

意 を 払 う こ と が 必 要 。

(15)「 猫 の モ ー ガ ン が 自 己 紹 介 い た し ま す(℃atMorganIntroducesHimself')」 … ブ ル ー ム ズ ベ

リ ー ・ス ク エ ア(そ の 一一角 に エ リ オ ッ トが 重 役 を し て い たFaberandFaber社4)の 建 物 も あ

る)の 門 番 猫 、か つ て は 海 賊 だ っ た 。な お 、こ の 詩 は 版 に よ り、入 っ て い な い 場 合 が あ る5)。
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各 詩 の タイ トル を見 れ ば わ か る よ うに 、 そ れ ぞ れ個 性 的 な猫 た ち だ が 、登 場 す る の は殆 どが雄

猫 で あ る。 雌 猫 は(2)の ガ ン ビ ー お ば さ ん 猫 だ け で、 そ の 他 、1,2の 名 前 が あ が る だ け で あ

る 。犬 が た び た び登 場 す るが 、 た い て い は猫 の 敵 で あ る。(8)の ペ キ ニ ー ズ と ヨー ク シ ャ ー ・

テ リアは集 団 で 乱 闘 に及 ぶ 。 これ には警 察 犬 も登場 す る。(15)の 門 番 猫 モー ガ ンは下 町 言 葉 で語 っ

て い る 。

背 景 とな る の は ロ ン ドン近 郊 の村 、 テ ー ム ズ川 の川 沿 い の 町 、公 園 、住 宅街 、劇 場 、駅 、 セ ン

ト ・ジ ェ イ ム ズ宮 殿 か らペ ル ・メ ル界 隈 、 ブ ル ー ム ズ ベ リー ・ス ク エ ア な どで 、 い か に もロ ン ド

ン ら しい背 景 が選 ば れ て い る 。

お とな しい 猫 だ け で は な く、 市 民 社 会 を 脅 か す 無 法 者 の猫 も数 多 く登 場 す る。 「テ ー ム ズ川 の

恐 怖(TheTerroroftheThames)」 の異 名 を持 つ 鶏小 屋 荒 ら し(Growltiger)、 コ ン ビ で荒 ら し

回 る こそ 泥(MungojerrieandRumpelteazer)、 お 尋 ね 者 の 犯 罪 猫(Macavity)な ど悪 党 猫 が多

い こ と も特 徴 だ 。飼 い猫 の ラ ム ・タム ・タガ ー も悪 戯 をす る し、 門番 猫 は か つ て は 海賊 だ っ た の

が 自慢 で あ る。 劇 場 猫 ガス の 当 た り役 は 「荒 野 の 悪 魔(TheFiendoftheFell)と い う な らず 者

だ っ た 。

ま た 、 手 品 師 や年 老 い た劇 場 猫 な ど、演 劇 関係 の猫 が二 匹 い る の もエ リオ ッ トら し く、 ま た ロ

ン ドン ら しい 。

[二]『 マ ザ ー ・グ ー ス 』、 『不 思 議 の 国 の ア リ ス 』、 謎 々(riddle)

長編 詩 で もそ うで あ る よ うに 、 エ リオ ッ トはOldPossum'sで も 『不 思 議 の 国 の ア リス 』 や 『マ

ザ ー ・グ ー ス 』 を巧 み に使 っ て い る 。

た とえ ば 、(1)の"TheNamingofCats"に は3行 目に 、"Youmaythinkatfirstl'masmadas

ahatter"と あ る。"Asmadasahatter"の 慣 用 句 は、 一 般 に は 『不 思 議 の 国 の ア リス 』 の 帽 子 屋

(MadHatter)と して イ メ ー ジ が 定 着 し て い る。

(14)の"TheAd-dressingofCats"で は、45行 目 に、"Ad-dresshiminthisform:OCAT1"と あ

る 。 これ は、 『不 思議 の 国』 で ア リス が ネ ズ ミに話 しか け る 時 に、"OMouse1"と 呼 びか け る場 面 の

パ ロ デ ィ。 ア リス は この 後 、 ネ ズ ミに フ ラ ンス 語 の 教 科 書 の最 初 に あ っ た"Ouestmachatte?"の

文 章 を 口走 り、 ネ ズ ミは驚 い て逃 げ て しま う。

(2)の"TheOldGumbieCat"に は 、"‐andthat'swhatmakesaGumbieCat1"が リフ レイ ン と

して 繰 り返 され る。 『マ ザー ・グース 』 の"WhatAreLittleBoysMadeof"の 中 の リフ レイ ン"That's

whatlittleboysaremadeof"が 使 われ て い る。

この よ うに子 供 た ち の よ く知 っ て い る 『不 思 議 の 国 の ア リス 』 や 『マ ザ ー ・グ ー ス 』 が使 わ れ

る だ け で な く、(10)の 「謎 の 猫 マ カ ヴ ィテ ィ(Macavity:theMysteryCat)」 に は 、 子供 に も人

気 の あ る本 の 登 場 人 物 を使 っ た 謎 か け(riddle)が 仕 組 まれ て い る。 問 わ れ て い るの は猫 の正 体

で あ る 。 冒頭 の行 に 「手 が か り」 が あ り、 あ とは順 次 、 ヒ ン トとな る言 葉 が ば ら まか れ、 最 後 に

決定 的 な きめ 言 葉(theNapoleonofCrime1)が 投 げつ け られ る 。 さて、 読 書 好 きの 諸 君 、 お わ か

りに な りま した か な 、 と言 うわ け で あ る 。



36 奈 良 大 学 紀 要 第34号

[三]ド イル とエ リオ ッ ト

エ リ オ ッ ト は 『大 聖 堂 の 殺 人( -llilurderintheCathedral)』 の 中 で ア ー サ ー ・コ ナ ン ・ ドイ ル

の 「マ ズ グ レ ー ヴ 家 の 儀i式("TheMusgraveRitual")」 の 儀i式 文 を使 っ た 。PartI,Canterbury大

司 教ThomasaBecketが 第 二 の 誘 惑 者(Tempter)と 問 答 を す る と こ ろ で あ る 。

Thomas:

Tempter:

Thomas:

Tempter:

Thomas:

Tempter:

Thomas:

Tempter:

Thomas:

Whoshallhaveit?

Hewhowillcome.

Whatshallbethemonth?

Thelastfromthefirst.

Whatshallwegiveforit?

Pretenceofpriestlypower.

Whyshouldwegiveit?

Forthepowerandtheglory.

No1

(MurderintheCathedral,1936)

ドイ ル の"TheMusgraveRitual"に は、 謎 の 儀 式 文(17世 紀 の 文 書 とい う こ とに な って い る)

が 出 て くる 。 そ れ は 次 の よ うな 問答 で あ る 。

"'Whoshallhaveit?

"'Hewhowillcome
.

'"Whatwasthemonth?

"'Thesixthfromthefirst
.

"'Whatshallwegiveforit?

"'Allthatisours
.

"'Whyshouldwegiveit?

"'Forthesakeofthetrust
." ("TheMusgraveRitual",1893)

ドイ ル の短 編 は よ く知 られ て い るの で 、 両 者 の相 似 に は さす が に気 づ く人 も多 く、TheTime's

Literary-Supplementの 紙 上 で論 争 にな った こ ともあった 。 その 後 、1951年9月28日 号 の投 書 欄 に、

NathanLBengisと い う人 物 が 手 紙 を寄 せ 、 この 点 に 関す るBengis氏 の 質 問 に答 え たエ リ オ ッ ト

の手 紙 の 一 部 を公 開 して 、 よ うや く論 争 の結 着 が つ い た。 そ れ に よる と、 エ リオ ッ トは ドイ ル の

短 編 の 一 部 を 意識 的 に使 っ た の で あ り、 明確 に そ うBengis氏 に 答 え て い る 。

・ ・RememberingSherlockHolmes'swarningaboutthedangeroftheorizingbeforeone
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hasalltheevidence,IwrotetoMr.EliotinMayofthisyearandaskedhimaboutthematter

point-blank.Iquotewithpermissionfromhisreply:"・ ・MyuseoftheMusgraveRitual

wasdeliberateandwhollyconscious."

(TheTime'sLiterarySupplement,September28,1951)

エ リオ ッ ト自身 が 『タイム ズ文 芸付 録 』紙 上 で直 接 答 え たわ けで は ない のだ が 、投 書 主 のBengis

氏 は 「エ リオ ッ ト氏 の 許可 を受 け て」 と断 っ て お り、 ま た 、 エ リオ ッ ト存 命 中 の で きご とで もあ

る の で 、投 書 の 内容 は信 頼 して もい い だ ろ う6)。

エ リオ ッ トと ドイ ル との 関係 に つ い て は指 摘 す る研 究 書 も少 な くな い が、 そ の多 くは ドイ ル の

名前 に言 及 して い る のみ で あ る。 そ の 中 でGroverSmithのT.S.EliotsPoetryandPlaysに は や や

詳 しい指 摘 が あ る。GroverSmithに よる と、 最 初 に両 者 の 相似 に気 付 い て指 摘 した の はElizabeth

Jacksonと い う 人 だ そ う だ が 、 こ れ に つ い て は一NotesandQueriesCXC皿 に"T.S.Eliotand

SherlockHolmes"と い うSmith自 身 の 短 い 論 文 が あ るの で 、 詳 細 は そ ち ら に譲 りた い7)。

[四]マ カヴ ィテ ィの謎

さて 、 問題 の 「謎 の猫 マ カ ヴ ィテ ィ」 で あ る 。詩 は全 体 が41行 か らな る。 こ こ で は、 便 宜 上7

つ のパ ー トに分 け 、 各パ ー ト毎 に 、猫 の正 体 に 焦 点 を あ て な が ら、 見 て い くこ とに す る。

[1～4行 目]ま ず 、 冒 頭 の 行 でMacavityが 謎 の 猫 で あ る こ とが 歌 わ れ る 。"MyteriousCat"

(謎 め いた 猫)で は な く、"MysteryCate(ミ ス テ リー 猫)で あ る こ とに注 意 。 これ が 、Macavity

の正 体 を 暗示 す る最 初 の手 が か り とな る 。(以 下 、 括 弧 内 の 数 字 は行 を示 す)

MacavitylsaMysteryCat:he'scalledtheHiddenPaw

ForhersthemastercriminalwhocandefytheLaw.

He'sthebafflementofScotlandYard,theFlyingSquad'sdespair:

ForwhentheyreachthesceneofcrimeMacavity'snotthere!(1‐4)

Macavityは 法 に楯 突 く名 人 級 の犯 罪 人(themastercriminalwhocandefytheLaw)で 、 ロ ン

ドン警視 庁(ScotlandYard)や 特 別機 動 捜 査 隊(theFlyingSquad)が 到 着 した時 には、Macavity

は影 も形 もな い!

[5～10行 目]Macavityは 天 下 無 双(there'snoonelikeMacavity)、 人 間 の 法 律 を 破 る(He's

brokeneveryhumanlaw)だ け で な く、 引 力 の 法 則 に も 逆 ら っ て(hebreaksthelawofgravity)

空 中 浮 揚(levitation)を す る 。 天 に 昇 っ た か 、 地 下 に も ぐ っ た か 、 い ず れ に せ よ 犯 行 現 場(the

sceneofcrime)に 彼 の 姿 は 見 つ か ら な い 。"Macavity,Macavitythere'snoonelikeMacavity"お

よ び 、'Macavity'snotthere!"が リ フ レ イ ン と し て 、 繰 り返 さ れ る 。
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Macavity,Macavity,there'snoonelikeMacavity,

He'sbrokeneveryhumanlaw,hebreaksthelawofgravity.

Hispoweroflevitationwouldmakeafakirstare,

Andwhenyoureachthesceneofcrime--Macavitylsnotthere1(5-8)

[11～16行 目]さ て そ の猫 の風 貌 で あ る 。

Macavitylsagingercat,hersverytallandthin;

Youwouldknowhimifyousawhim,forhiseyesaresunkenin.

Hisbrowisdeeplylinedwiththought,hisheadishighlydomed;

Hiscoatisdustyfromneglect,hiswhiskersareuncombed.

Heswayshisheadfromsidetoside,withmovementslikeasnake;

Andwhenyouthinkhe'shalfasleep,he'salwayswideawake.(ll-16)(以 下 、 下 線 は 筆 者)

「黄 み が か っ た 赤色(ginger)」 とい う猫 に して は 変 わ っ た 毛 色 を して い る。 「背 が 高 く痩 せ て い

る(tallandthin)」 の は 、猫 の こ とだか ら、足 が長 く痩 せ て い る の で あ る。 「目が 落 ち くぼ ん で い

て(forhiseyesaresunkenin)」 、 「額 が 高 く出 っ張 っ て い る(hisheadishighlydomed)」 と個

性 的 な容 貌 に加 え、「頭 を蛇 の ように左 右 に揺 り動 かす(Heswayshisheadfromsidetoside,with

movementslikeasnake)」 奇 妙 な癖 が あ る。

[17～20行 目]Macavityが 猫 の 姿 を した 悪 魔(afiendinafelineshape)で あ り、 邪 悪 な 怪 物

(amonsterofdepravity)で あ る こ とが語 られ る。 犯 罪 が 発 見 され た と きに は、 彼 の 姿 は 影 も形

もな い 。

[21～26行 目]こ こ で はMacavityの 行 状 が 語 られ る。

He'soutwardlyrespectable.(Theysayhecheatsatcards.)

AndhisfootprintsarenotfoundinanyfileofScotlandYards.

Andwhenthelarder'slooted,orthejewel-caseisrifled,

Andwhenthemilkismissing,oranotherPekesbeenstifled,

Orthegreenhouseglassisbroken,andthetrellispastrepair

● ● ● ● ●

(21-25)

21行 目で 「外 見 は 紳 士 風 で あ る(He'soutwardlyrespectable)」 の に、 「カー ドで いか さ ま を や る

とい う噂 が あ る(Theysayhecheatsatcards)」 と、 猫 の二 面性 が 語 られ る 。 そ の 他 、 宝 石 箱 が

荒 ら され る や ら、犬 が絞 め殺 され る や ら、温 室 の ガ ラ ス が破 られ 、格 子 垣 は修 理 不 能 … と悪

事 の 限 り。
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[27～33行 目]外 務 省(theForeignOffice)が 条 約 文 書 を紛 失 し(aTreatylsgoneastray)、 海

軍 省(theAdmiralty)が 設 計 書 や 図 面(someplansanddrawings)を 盗 まれ る。 警 察 の 捜 査 は

混 乱 し、 秘 密 諜 報 機 関 はMacavityの 仕 業 だ と確 信 す るが 、 猫 は とう に安 全 圏 に 逃 げ 、 長 い複 雑 な

割 り算(complicatedlongdivisionsums)を や って い る。

AndwhentheForeignOfficefindaTreaty'sgoneastray,

OrtheAdmiraltylosesomeplansanddrawingsbytheway,

Theremaybeascrapofpaperinthehalloronthestair

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

You'llbesuretofindhimresting,ora-lickingofhisthumbs,

Orengagedindoingcomplicatedlongdivisionsums.(27‐33)

外 務 省 、 海 軍 省 、 設 計 図 と来 れ ば思 い 出 す 人 もあ る だ ろ う。ArthurConanDoyleの シ ャー ロ ッ

ク ・ホ ー ム ズ ・ミス テ リー の 一・つ 、 「ブ ル ー ス ・パ ー テ ィ ン トン設 計 書("TheBruce-Partington

Plans")」 事 件 で あ る。 盗 ま れ た の は 潜 水 艦 の 設 計 図(plans)で 、外 務 省 と海 軍 省 が 蜂 の 巣 をつ

つ い た よ うな大 騒 ぎ とな っ た 。外 務 省 か ら条約 文書 が盗 ま れ た の は 『シ ャー ロ ック ・ホ ー ム ズ の

思 い 出 』 の 中 の 「海 軍 条約 文書 事 件("TheNavalTreaty")」 で あ る。

　 　

[34～41行 目]Macavityは 手 が か りを残 す よ う なへ まな ま ね は し ない 。 世 間 に名 の知 れ た 凶悪 な

猫 も数 々 あ る が 、 み なMacavityの 手 先(agents)に す ぎ な い。Macavityが 彼 らの 動 き を コ ン ト

ロ ー ル して い る か らだ 。 ま さに 、彼 こ そ は犯 罪 の ナ ポ レオ ン。

AndtheysaythatalltheCatswhosewickeddeedsarewidelyknown

(ImightmentionMungojerrie,ImightmentionGriddlebone)

ArenothingmorethanagentsfortheCatwhoallthetime

Justcontrolstheiroperations:theNapoleonofCrime1(38‐41)

こ こ ま で読 め ば 、猫 の正 体 は 明 らか だ 。謎 の°MysteryCateはMoriarty教 授 な の で あ る 。

"TheNapoleonofCrime"は シ ャ ー ロ ック ・ホ ー ム ズ の 宿 敵 モ リア ー テ ィ(Moriarty)教 授 の異 名

で あ る 。 ホ ー ム ズ は彼 を 「犯 罪 の ナ ポ レオ ン」 と呼 ん だ。Moriarty教 授 が登 場 す る 「最 後 の事 件

("TheFinalProblem")」(1893年 『ス トラ ン ド』 誌 発 表)で ホ ー ム ズ は次 の よ うに語 っ て い る。

'HeistheNapoleonofcrime
,Watson.Heistheorganizerofhalfthatisevilandnearlyallthat

isundetectedinthisgreatcity・ ・Hedoeslittlehimself.Heonlyplans.Buthisagents

arenumerousandsplendidlyorganized.("TheFinalProblem")8'

自分 で は手 を下 さず 、手 先(agents)を 使 って 、犯 罪 の シ ンジケ ー トを組 織 して い る とこ ろが 、
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Moriarty教 授 の 「犯 罪 の ナ ポ レオ ン」 た る ゆ え ん で あ る 。 手 先(agents)の 動 きを コ ン トロ ー ル

して い る(38-41)Macavityと ま っ た く同 じで あ る。

とな れ ば、Macavityの 「背 が 高 く痩 せ て い て」 「目が お ち くぼ み」 「額 の 出 っ 張 っ た 」特 徴 あ る

風 貌 もMoriarty教 授 の もの で は な い だ ろ うか 。 「最 後 の事 件 」 で 、 ホ ー ム ズ が ワ トソ ン に語 る モ

リア ー テ ィ教 授 の風 貌 の 部分 と比 べ て い た だ きた い。

・ ・Hisappearancewasquitefamiliartome
.Heisextremelytallandthin,hisforehead

domesoutinawhitecurve,andhistwoeyesaredeeplysunkeninhishead.Heisclean-shaven,

pale,andascetic-looking,retainingsomethingoftheprofessorinhisfeatures.Hisshouldersare

roundedfrommuchstudy,andhisfaceprotrudesforward,andisforeverslowlyoscillating

fromsidetosideinacuriouslyreptilianfashion.Hepeeredatmewithgreatcuriosityinhis

puckeredeyes.("TheFinalProblem")9)

教 授 は"extremelytallandthin"で 、Macavityの("he'sverytallandthin")と ま っ た く 同 じ で

あ る 。 形 容 詞 が"extremely"か らllvery"に 変 わ って い る だ け の こ と 。 ま た 、"hisforeheaddomesout"

はMacavityの"hisheadishighlydomed"と 、 同 じ"dome"の 語 を 用 い 、 酷 似 し た 表 現 で あ る 。 教 授

の"histwoeyesaredeeplysunkeninhishead"はMacavityの 場 合 、"forhiseyesaresunkenin"と 、

こ れ ま た 殆 ど 同 じ で あ る 。

さ ら にMoriarty教 授 は 「顔 を 前 へ 突 き だ す よ う に し て 、 ハ 虫 類 か な に か の よ う に 、 い つ も か ら

だ を 左 右 に ゆ り動 か し て い る(andhisfaceprotrudesforward,andisforeverslowlyoscillating

fromsidetosideinacuriouslyreptilianfashion.)」 癖iが あ る 。 こ れ がMacavityに お い て は"He

swayshisheadfromsidetoside,withmovementslikeasnake."(15)と な っ て い る 。 こ れ も"is

oscillating"を"swayllに 、"inareptilianfashion"を"likeasnake"と 、 子 供 向 き に 平 易 な 表 現 に 直 し

て い る も の の 、 意 味 す る と こ ろ は ま っ た く 同 じ で あ る 。

以 上 の よ う に 細 か い 特 徴 の 部 分 で 、MacavityはMoriarty教 授 の 描 写 を ほ ぼ そ の ま ま 取 り入 れ て

い る 。 ま た 、Moriartyが 教 授 風 の 面 影 を残 して い る("Heiscleanshaven,pale,andascetic-looking,

retainingsomethingoftheprofessorinhisfeatures.")の も、Macavityで は 「外 見 は 紳 士 風(Heys

outwardlyrespectable)」(21)と 平 易 に 改 め られ て い る 。 た だ し 、Macavityは 「カ ー ドで い か さ

ま を す る と い う 噂 が あ る(Theysayhecheatsatcards)」(21)と な っ て い る が 、 カ ー ドで い か

さ ま を す る の はMoriarty教 授 で は な く、 教 授 の 手 先(agents)の 一 人 で 、 「空 き 家 の 冒 険 」に 登 場

す る モ ラ ン 大 佐(ColonelMoran)の 特 技 で あ る 。("NowMoranundoubtedlyplayedfoulof

thatIhavelongbeenaware."(「 空 き家 の 冒 険 」"TheEmptyHouse")lo)

ま た 、"Macavity:theMysteryCat"の23行 目 か ら25行 目 に 、Macavityの 犯 し た 犯 罪 が 列 挙 さ れ

て い る(Whenthelarder'slooted,orthejewel-caseisri且ed,/Orwhenthemilkismissing,or

anotherPeke'sbeenstifled)が 、 こ れ もホ ー ム ズ が ワ トソ ン に 、"Againandagainincasesofthe

mostvaryingsorts-forgerycases,robberies,murders-"と 、Moriarty教 授 の 犯 罪 を 数 え 上 げ

る の に 符 号 す る("TheFinalProblem")'1)。
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Moriarty教 授 は 数 学 の 教 授 な の で 、Macavityが お 尋 ね 者 の 猫 で あ り な が ら 、 「長 く複 雑 な 割 り

算 に 没 頭 し て い る(…engagedindoingcomplicatedlongdivisionsums)」(33)の も 不 思 議

で は な い 。 教 授 は21歳 の 時 に 二 項 定 理 の 論 文 を 書 い た と い う 数 学 の 天 才 な の だ 。("Heis…

endowedbyNaturewithaphenomenalmathematicalfaculty.Attheageoftwenty-onehe

wroteatreatiseupontheBinominalTheorem,whichhashadaEuropeanvogue.")("TheFinal

Problem")1z

この よ うに 、1行 目の"MysteryCat"か ら始 ま っ て 、"ScotlandYard","sceneofcrime","theForeign

Office","theAdmiralty","aTreatylsgoneastrayllと 次 ・々 にHolmesゆ か り の 言 葉 を ば ら ま き 、

Moriarty教 授 の 特 徴 を そ っ く り取 り入 れ 、 最 終 行 を"theNapoleonofCrime1"で 締 め く く る 。 こ れ

がMacavityの 正 体 を 示 す 決 定 的 な 言 葉 な の で あ る 。

な お 、 マ カ ヴ ィ テ ィ の 名 前 は、 池 田 雅 之 氏 に よ れ ば 独 裁 者 論 を 書 い た 「マ キ ア ヴ ェ リ

(Machiavelli)」 と 「モ リ アー テ ィ(Moriarty)」 を あ わせ た もの だ とい う。 だ が 、 音 韻 を 考 え る

と 「マ キ ア ヴ ェ リ」 と 「重 力 二引 力(gravity)」 を合 体 させ た と も考 え られ る。 と い う の も、 こ

の猫 は空 中浮揚(levitation)を す るの で あ っ て 、 そ の際 に 「引 力 の 法則 に逆 らう(hebreaksthe

lawofgravity)」 反逆 者 魂 が 、 「法 に逆 らって 生 き る」 この 猫 の 生 き方 と合 致 す るか らだ 。 また 、

「macabre(死 の、 背 筋 の 凍 る よ うな)」 とい う言葉 も含 まれ て い る の で は ない だ ろ うか 。 い ず れ

にせ よ、Macavityの 名 は"Macavity:theMysteryCat"と 頭 韻 を踏 み 、18行 目で は 「邪 悪 な怪 物 」

(amonsterofdepravity)の 「depravity」 と も韻 を踏 む。"Macavity,Macavity,there'snoone

likeMacavity."の1行 が リフ レイ ン と して 繰 り返 し使 わ れ る こ と か らみ て も、 音 の 効 果 を第 一 に

ね らっ た名 前 で あ る こ とは 間違 い な い 。

最 後 に、 何 故 、 エ リ オ ッ トがMoriarty教 授 を使 っ た か で あ る。OldPossum'sに は全 部 で15の 詩

が あ る が 、 どの 詩 もロ ン ドンっ子 ら しい猫 の生 態 、 ロ ン ドン ら しい情 景 が描 か れ て い る。 こ の詩

が書 か れ た1939年 と言 え ば まだ 第 一次 大 戦 の記 憶 も生 ・々 し く、 新 た に 第二 次 戦 争 が始 る年 で もあ

る 。 時代 の気 分 と して は 、猫 や子 供 、愛 読 書 の世 界 へ で も逃 避 した い とい うこ とで あ っ た の だ ろ

う。名 探 偵 ホ ー ム ズ は 、童 謡 や 『不 思 議 の 国 の ア リス 』 と同 じ よ うに、 子 供 に も大 人 に も通 用 す

る普 遍 的 な英 雄 で あ る 。 また 、 ホ ー ム ズ が 、 ロ ン ドンの住 人 で、 しか も英 国 人 ら しい性 格 と雰 囲

気 を持 つ 人物 で あ る こ と もロ ン ドンっ子 の猫 を描 い た詩 集 に ふ さ わ しい。 た だ し、余 りに も有 名

な探 偵 本 人 で は な く、 そ の 宿 敵 のMoriarty教 授 を 出 した と こ ろ な ど、 一一筋 縄 で は い か な い エ リ

オ ッ トら しい使 い 方 で あ る 。
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付記(一)

(11)の 劇 場 猫 ガ ス は か つ て 虎 の 役 を 演 じ た こ と が あ る 。("HeonceplayedaTiger-coulddo

itagain-/WhichanIndianColonelpursueddownadrain.")(皿,5-6)こ こ に あ げ ら れ て い

る 「イ ン ドの 大 佐 」 も 、 「空 き家 の 冒 険 」 の モ ラ ン大 佐(ColonelMoran)と 考 え ら れ る 。(…

andthestoryisstilltoldinIndiahowhecrawleddownadrainafterawoundedman-eating

tiger.)13

付記(二)

エ リオ ッ トは1933年 に、"Five-fingerexercises"と い う5部 か らな る 、軽 妙 な 詩 を書 い て い る。

そ の(1)は 「ペ ル シ ア猫 に よせ る歌 」、(2)は 「ヨー ク シ ャー ・テ リア に寄 せ る歌 」 で、 こ れ

に は ポ リ クル 犬 もジ ェ リ クル猫 も登 場 す る。(4)の 「ラ ー フ ・ポ ジス ン氏 に よせ る歌 」 に は 「バ

ス カヴ ィル の犬 」 が 登 場 してい る。(ArthurConanDoyle,TheHoundoftheBaskervillesは1902

年 の発 表)

付記(三)

コナ ン ・ドイ ル は1859年 ス コ ッ トラ ン ドの エ デ ィ ンバ ラ に生 まれ、1887年 に 長編 小 説 『緋 色 の

研 究(TheStudyinScarlet)』 を発 表 した。 この作 で 、世界 中 に多 くの フ ァンを持 つ 私立 探 偵 シャー

ロ ック ・ホ ー ム ズが 初 め て登 場 した。1891年 、 『ス トラ ン ド』 誌 上 に 「ボヘ ミアの 醜 聞」 以下 、 毎

月短 編 が発 表 され る よ うに な っ て 、 ホ ー ム ズ は 一躍 人気 を得 た。 そ の後 、 ホ ー ム ズ もの の連 載 は

長期 間 に お よび 、1893年 の 「最 後 の事 件 」 で 一旦 ホ ー ム ズ を宿 敵 モ リア ー テ ィ教 授 との格 闘 で死

ん だ こ とに した もの の 、1903年 に は読 者 の要 望 に応 え て ま た生 還 させ 、結 局 、1927年 ま で ホ ー ム

ズ の物 語 を書 き続 け た 。 エ リオ ッ トの思 春 期 、青 年 期 は ち ょ う どホ ー ム ズ の物 語 が次 々 に生 み 出

され 、 熱狂 的 に受 け入 れ られ て い た 時期 に あ た る。 ドイ ル は 人気 雑 誌 『ス トラ ン ド』 に ホ ー ム ズ

もの を連 載 したほか 、 同 じ雑 誌 に歴 史小 説 、 冒 険小 説 な ど多 数 の小 説 を発 表 し、1890年 代 か ら1930

年 に没 す る ま で読 書 界 に大 きな影 響 を与 え続 け た14)。

[テ キス トについ て]

テ キ ス ト はT.S.Eliot,CompletePoemsandPlays1909-1950(HarcourtBrace,1952,1980)に

拠 る 。 た だ し 、 こ れ に は ℃atMorganlntroducesHimself'は 入 っ て い な い 。 本 稿 で は 以 下 の2種

の ペ イ パ ー バ ッ ク 版 も使 用 し た 。

T.S.Eliot,OldPossum'sBookofPracticalCats(HarcourtBrace,1982).

T.S.Eliot,TheIllustratedOldPossum:OldPossum'sBookofPracticalCats(Tsurumi-shoten,

1980,1997).
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前 者 はEdwardGoreyの 白 黒 の挿 絵 入 り。 後 者(鶴 見 書 店 版)は 、1940年 にNicolasBentleyの

挿 絵 入 りで 出版 さ れ たFaberandFaber版 に基 づ い た 大 学用 教 科 書 。 巻 末 に注 と、Bentleyの カ ラ

フ ル な挿 絵 入 りで 、PeterMilward氏 に よる朗 読 テ ー プ もあ る。

邦 訳 は 池 田雅 之 訳 『キ ャ ッ ツ ボ ッサ ム お じ さ ん の猫 とつ き合 う法 』(ち くま文 庫 、1995)

が手 に入 りや す い 。 こ れ もNicolasBentleyの 挿 絵 入 り。

『エ リオ ッ ト全 集 』 第 一 巻(中 央 公 論 社 、1960,1976)に 収 め られ て い る 二 宮 尊 道 訳 「お とぼ

け お じさん 猫行 状 記 』 は名 訳 。 他 に、 北村 太郎 訳 『CATST.S.エ リオ ッ トの猫 詩 集 』(大 和 書 房 、

1983年)が あ る 。

1)こ の 覚 え 書 き は2005年7月31日 に 日本 シ ャ ー ロ ッ ク ・ホ ー ム ズ ク ラ ブ 関 西 支 部(於:宝 塚 市 南 口 会 館)

で 口 頭 発 表 し た も の に 基 づ き、 発 展 さ せ た も の で あ る 。

2)池 田 雅 之 「想 像 力 の 比 較 文 学 』(成 文 堂 、1996年)の 「「キ ャ ッ ツ 』 の 語 ら れ ざ る 魅 カ ー エ リ オ ッ トか ら

ミ ュ ー ジ カ ル へ 」 参 照 。

3)高 柳 俊 一 「T.S.エ リ オ ッ ト研 究 』(南 窓 社 、1987)に よ る と 、Possumは 北 米 に 住 む フ ク ロ ネ ズ ミ、

opossumの こ と 。Opossumは 驚 い た り、 捕 ま っ た りす る と死 ん だ ふ り を す る 動 物 。 第 九 章 「セ ン トル イ

ス 」 の(一)「 オ ー ル ド ・ポ ッ サ ム の 顔 」 の 項 参 照 。

4)こ の 詩 の 中 で はFaber-or-Faberに な っ て い る 。

5)T.S.Eliot,TheCompletePoemsandPlays1909-1950(HarcourtBrace,1952,1980)に は 、 この 詩 は 入 っ

て い な い 。

6)こ の 事 実 に つ い て は 日 本 シ ャ ー ロ ッ ク ・ホ ー ム ズ ク ラ ブ の 真 下 庄 作 氏 と松 下 了 平 氏 か ら ご 教 示 い た だ い

た 。"LetterstotheEditor",TheTime'sLiterarySupplement(September28,1951).

7)GroverSmith,T.SEIiot'sPoetryandPlays(UniversityofChicagoPress,1950,1956,1971),p.322.See

theNotes.

8)ArthurConanDoyle,"FinalProblem",TheMemoirsofSherlockHolmes(PenguinBooks,1950),p.239.

9)A.C.Doyle,°FinalProblem",p.241.

10)ArthurConanDoyle,'TheEmptyHouse°,TheReturnofSherlockHolmes(PenguinBooks,1950),p.29.

11)"TheFinalProblem",p.239.

12)"TheFinalProblem",p.239.

13)A.C.Doyle,'TheEmptyHouse',p.27.

14)ド イ ル の 年 表 は 河 村 幹 夫 著 「コ ナ ン ・ ド イ ル 』(講 談 社 新 書 、1991)を 参 考 に し た 。
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Summary

T.S.Eliot'sOldPossum'sBookofPractica!Cats‐acollectionoflightverseforchildren‐revealssome

ofhiswit,humourandloveofword-play.HeusesacoupleofimpressivewordsfromAliceinWonderland,

withhistypicalcynicaltwists.HealsoborrowssomefamiliarwordsandrhythmsfromMotherGoose

rhymes,sothathispoemstakeonatraditionalstyleandfeel.

In"Macavity:theMysteryCat",T.S.Eliotasksusariddlewhichloversofmysterynovelscaneasilysolve.

"M
acavity'saMysteryCat,theNapoleonofCrime1""TheNapoleonofCrime"isthekeytosolvethisriddle,

forMacavity,themastercriminalcat,whencarefullyread,isnoneotherthanProfessorMoriarty,Sherlock

Holmes'sarch-enemy.

Inthismemorandum,IwillshowhowEliotcreatesMacavity'sphysicalfeaturesandcriminalcareer

usingArthurConanDoyle'swell-knownseriesofstories.Mychiefaimhereisnottoclaimtobethefirstto

recognizethishiddenriddlebuttodescribehowremarkablywellthecharacterofProfessorMoriartyfits

intotheworldofEliot'spoemsofpracticalLondoncats.


